
ｱｽﾊﾟﾗｶﾞｽ栽培管理(H29.6.)      (有) 丸 富 

5 月は夏のような天気になり、気温が上がったが、涼しく乾いた風が吹いた。展開するのに時間がかかり、夏芽の

発生が遅れた。ｱﾌﾞﾗﾑｼやｽﾘｯﾌﾟｽなど害虫が多く発生した。病害の発生は少なかった。 

 

害虫対策 

麦や玉ねぎなどを収穫すると、害虫が飛び込む。害虫が飛び込んだら、速やかに防除する。 
害虫の繁殖や外部からの害虫侵入を軽減するようﾊﾞｲｵｱｸﾄ TS 50～70cc／10a と時を越えた贈り物  

200cc／10a を 5～7 日ごとに潅水する。 
防除時にﾊﾞｲｵｱｸﾄ TS 2,000～3,000 倍と時を越えた贈り物 1,000～2,000 倍を混用して散布する。 

 

摘芯後に 

摘芯によるﾀﾞﾒｰｼﾞで、摘芯後は樹勢が低下する。速やかに樹勢回復を図り、若茎の伸長を促進する。 
樹勢回復に笑顔 1,000～2,000 倍(又は天地の恵み 1,000 倍)とｻﾝﾐﾈｰﾗ 10,000 倍(又はｼﾘｶｱｯﾌﾟ 10,000 

倍)を 3～5 回葉面散布する。 

摘芯後にﾊﾞｲｵｼｬｲﾝｸﾞﾘｰﾝ 2～3 ㎏／10a(又は天地の恵み 1 ㎏／10a)とｻﾝﾐﾈｰﾗ 50～100g／10a(又は 
ｼﾘｶｱｯﾌﾟ 200～300 ㏄／10a)を潅水する。 

 

病害対策 

遠日点で栄養生長すると病害が発生しやすい。抵抗性を強化するよう充実した株を作る。通気性が大事。 
窒素消化を促進する時を越えた贈り物 1,000 倍とｻﾝﾐﾈｰﾗ 10,000 倍を時々散布する。 

 

曲がり、偏平対策 

遠日点で根から微量要素を吸収しにくいので、状況に応じて適宜微量要素を施す。 
微量要素の補給にｻﾝﾐﾈｰﾗ 1,000～2,000 倍を時々散布する。 
曲がりや偏平対策にｶﾙｽﾀｰ 2 袋／10a とジャストﾏｸﾞ 2～3 袋／10a を撒布する。（2 ヶ月に 1 回） 

 

酸素供給と発根促進 

地温が高くなると、土壌中の溶存酸素が低下するので、状況に応じて適宜根に酸素を施す。 
酸素供給と発根促進に G ﾊﾞﾗﾝｽ DF 1kg／10a と発根力 1ℓ／10a を潅水する。（1 ヶ月に 1 回潅水） 

 

追肥（液肥） 

ﾌﾟﾛ液肥            5～7kg／10a 

時を越えた贈り物   200～300g／10a       5～7 日ごとに潅水する場合 

ｻﾝﾐﾈｰﾗ             50g／10a       ※収穫量や土壌条件、天候によって加減する。 

ﾊﾞｲｵｱｸﾄ TS       50～70cc／10a 

※ｻﾝﾐﾈｰﾗの代わりにｼﾘｶｱｯﾌﾟ 100～150cc、K－４０ 100g、根酸 100～150g でもいい。 
 

 

ご注文やお問い合わせは、             有限会社 丸 富  0942‐65‐0123（TEL） 

FAX 0942-65-1091（24 時間受付） 携帯 090-3328-7603（富松まで） 


